
期　　日 令和３年７月３日（土）・４日（日）

会　　場 鈴鹿高専第１体育館
　住所：三重県鈴鹿市白子町
　電話：059-368-1732

開会式 　式典縮小（審判長挨拶、注意事項伝達、優勝杯返還）

閉会式 　式典縮小（審判長講評、優勝杯授与）

１　男子団体の部

チーム人員 　監督１名，コーチ１名，マネージャー１名，選手１２名以内，計１５名以内

競技規則 　現行の日本卓球ルールによる。

競技方法
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）
イ 　競技用服装は，日本卓球ル−ル（２．２．２）によるものとする。

ロ　

（６） 　競技中ベンチに入ることのできるのは監督，コーチ，マネージャー及び登録選手とする。

表　　彰 　１位に優勝杯を，１位，２位に賞状を授与する。

注意事項 　施設内は競技用の靴等の上履きを着用し，競技用の靴や上履きで施設外に出ないこと。

そ の 他

２　男子個人の部

出場人員 　監督１名，コーチ１名，選手シングルス１２名以内，ダブルス２組以内，計１８名以内

競技方法
（１） 　トーナメント戦（１１本５ゲームスマッチ）とする。３位決定戦は行なわない。
（２） 　競技中ベンチに入ることのできるのは監督又はその代理１名とする。

表　　彰

そ の 他

　シングルス１位から３位までの入賞者並びにダブルス１位から３位までの入賞者に賞状
を授与する。

　シングルス１位，ダブルス１位は第５６回全国高等専門学校体育大会（第５５回全国高
等専門学校体育大会卓球競技）への出場権を得る。

卓球競技要項

　競技用服装は，次のとおりとする。

優勝校は第５６回全国高等専門学校体育大会（第５５回全国高等専門学校体育大会卓球競
技）への出場権を得る。

　試合はリーグ戦とし，勝敗は日本卓球ルール（２．１０．４）によるものとする。

　編成は，４シングルス，１ダブルスとし，３点先取法によりシングルス，ダブルスとも１１本５
ゲームスマッチとする。ダブルスは３番とし，同一選手がシングルス，ダブルスに重複して出場
してよいが，１，２番に出場する選手のみによるダブルスは編成できない。
　オーダーは試合開始１０分前を目安とし，本部からコールがあった場合に速やかに提出す
る。
　使用球は（公財）日本卓球協会公認　プラスチック球４０mmホワイト（ビクタスまたはニッタク）
とする。

　（公財）日本卓球協会指定のゼッケン，またはこれに準じるものとして上衣の背部に縦１８ｃ
ｍ，横２５ｃｍの白布に姓を上段，校名を下段に漢字で左横書した黒字の標識（ゼッケン）を付
けること。



３　女子団体の部

チーム人員 　監督１名，コーチ１名，選手８名以内，計１０名以内

競技規則 　現行の日本卓球ルールによる。

競技方法
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）
イ

ロ　

（６） 　競技中ベンチに入ることのできるのは監督，コーチ，マネージャー及び登録選手とする。

（７）

表　　彰 　１位に優勝杯を，１位，２位に賞状を授与する。

その他

４　女子個人の部

出場人員 　監督１名，コーチ１名，選手シングルス８名以内，ダブルス２組以内，計１４名以内

競技方法
（１） 　トーナメント戦（１１本５ゲームスマッチ）とする。３位決定戦は行なわない。
（２）

表　　彰

そ の 他

　シングルス１位から３位までの入賞者並びにダブルス１位から３位までの入賞者に賞状
を授与する。

　シングルス１位，ダブルス１位は，第５６回全国高等専門学校体育大会（第５５回全国
高等専門学校体育大会卓球競技）への出場権を得る。

　使用球は（公財）日本卓球協会公認　プラスチック球４０mmホワイト（ビクタスまたはニッタク）
とする。
　競技用服装は，次のとおりとする。

　（公財）日本卓球協会指定のゼッケン，またはこれに準じるものとして，上衣の背部に縦１８ｃ
ｍ，横２５ｃｍの白布に姓を上段，校名を下段に漢字で左横書した黒字の標識（ゼッケン）を付
けること。

　団体戦出場選手が３名である場合は，１番のシングルスを不戦敗とし，２番のシングルス以下
４試合を行うものとする。

　競技用服装は，日本卓球ル−ル（２．２．２）によるものとする。

　競技中ベンチに入ることができるのは監督又はその代理１名とする。

　試合はリーグ戦とし，勝敗は日本卓球ルール（２．１０．４）によるものとする。

　編成は，４シングルス，１ダブルスとし，３点先取法によりシングルス，ダブルスとも11本5ゲー
ムスマッチとする。ダブルスは3番とし，同一選手がシングルス，ダブルスに重複して出場してよ
いが，1，2番に出場する選手のみによるダブルスは編成できない。

　女子の優勝校は第５６回全国高等専門学校体育大会（第５５回全国高等専門学校体育大会卓
球競技）への出場をかけて，北陸地区優勝校との代表決定戦への参加資格を得る。

　オーダーは試合開始１０分前を目安とし，本部からコールがあった場合に速やかに提出す
る。



新型コロナウイルス感染症対策
(1)観客

(2)式典

(3)会場

(4)マスクの着用・手指消毒

(5)健康管理チェックの方法

(6)COCOAの対応

(7)競技にかかる対応
・大会初日の体育館入館時には，体温チェックシートを提出するとともに検温を行う。
・コートは十分な間隔を空けて設置する。（3ｍ）
・卓球台やボールに適用可能となる完璧な消毒方法は判明していない。よって，試合前等
　は十分に手指消毒を行う。

・各自が座る椅子等（選手用のものやベンチなど）は，各自で消毒を行う。
　（チームにペーパータオルとアルコールを配布します。）
・試合球は各試合終了後に新しい試合球と交換する。
・試合前後の選手同士、審判員との握手は行わない。
・試合前のラケット交換は、お互いがラケットを見せるだけにとどめる。
・チェンジコートは行わない。

・シューズの裏を手で拭くことはしない。
・卓球台の上で手を拭いたりしない。

大会会場に入場する全ての人（役員，選手，補助員，事務局員）について事前登録制とし，大
会期間2週間前および大会期間中の体調管理チェックシートの提出を義務づける。体調管理
チェックシートの提出がない場合は，大会会場への入場を禁止する。

COCOA で陽性者との接触が確認された場合は，居住する地域の保健所，または宿泊先の地
域の保健所に問い合わせを行い，保健機関の判断に従うこととする。保健所に問い合わせを
仰ぐことが出来ない場合は，大会参加を自粛する。

換気，ゴミ処理など，競技会場施設の新型コロナウイルス感染症対策規則に従う。

式典の簡素化を図る（開・閉会式，表彰式，競技規則説明（監督者会議において伝達する）な
ど，中止を含む ）。

競技会場の出入り口に，手指消毒のアルコールを設置する。施設が消毒用アルコールを準備
していない場合は，競技担当校が準備する。
控え席や応援席における距離を保つ（2ｍ，最低1mｍ）。応援する場合は距離を取り声は出さ
ずに行う。集団応援を禁止する。

競技をしていない時は、必ずマスクを着用することとする。競技中（ウオーミングアップ，クール
ダウンを含む）については，マスクを着用しなくてもよいものとする。会場の入退室時は，手指消
毒を義務づける。アレルギー等の理由によるやむを得ず手指消毒ができない場合は流水で充
分な手洗い（ハンドソープ等を用いて30秒以上流水で洗う。）を行う。

原則、無観客とする。

・個人の部（シングル、ダブルス）のタイムアウトは採用しない。

・観客席からの応援は拍手のみとし、選手の試合中の声出しは、感染症対策として、原則行わ
ないものとする。


